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「三田学会雑誌」93巻 2 号 （2000年 7 月）

塩澤修平著

『熟年人生の経済学』

慶應義塾大学出版会，1999年，182頁+  ii

勝手気儘なエッセイだから，それも経済学者が 

書いたものだから面白い。なんとなく月並みな出 

だしで始めてしまおう。『熟年人生の経済学』に 

ある「熟年」とはかならずしも生物学的な熟年を 

いうのではない。人生をエンジョイする境地にい 

たることをさしている。その背後には，「経済学 

をつうじてそれが可能なのか」あるいは「経済学 

は人生をより豊かにするのか」という，経済学者 

のみならず，経済学部を卒業した社会人，さらに 

vゝま現代経済学を学んでいる学生諸君が固唾をの 

んで答えを待っている，じつに重々しい問いがあ 

る。まず，その結論を先に述べておこう。評者は 

この著書を読んで，「経済学はやっぱり面白い。 

捨てたものでもない」という素直な感想を抱いた。 

このように思うのは，日常生活のなかで無意識に 

通り過ごしてしまっている物事や道理を経済学と 

いう論理のツールを通じて合理的に説明できると 

いう事例が想像以上にたくさんあることを本書が 

気づかせてくれたからだ。もしかするとこの種の 

ことは経済学が進化する過程のなかで，あるいは 

経済成長や経済発展の軌跡を分析するなかで，経 

済学自体が意識的に忘却のかなたへ追いやってし 

まったことなのかもしれない。評者は経済史家と 

して，抽象的な議論は総じて不得手である。そし 

て，なによりも生活者としての先行きの不安ばか 

りが目につく時代風潮のなかで，世間そのものが

抽象的な議論を受け入れがたい雰囲気をもってい 

る。そうした時代において経済学者の立場から， 

その匂いを鋭くかぎつけ，具体的な描写につとめ 

た筆者の時代感覚の鋭敏さとその行動力は賞賛に 

値するものである。いまや変化はそうした行動主 

よりおこされるのである。同僚のひとりとして応 

援したい気持ちでいっぱいである。

早 速 「書評」作業に入ろう。学術書の書評には 

それなりの「しきたり」があって，著作全体に敬 

意を込めてまず章の構成を紹介するのである。 

「行動」主たる筆者はそんな「しきたり」はいら 

ない，といわれることだろう。しかし，本書では 

これを省略してはその旨味を失いかねない。それ 

ほど各トピックスのキャプチャーが面白いのであ 

る。もし書評の役割が，それを読んでいない読者 

に触手を伸ばせることにあるならば，なおさらで 

ある。とりあえず，以下に構成を記す。

I 豊かさの尺度

• 豊かさの尺度• 「不確実」な世をたくましく 

• 会議と機会費用• 富本銭から電子マネーへ• 

企業フィランソロピーの真実• 情報の情報• リ 

スタにどう対処するか. 自腹と景気• 夕ンス預 

金の行方• 値上げは儲かるのか？ •密猢象牙は 

焼くべきか？. 「ゆとり」と無駄.アマチュア 

スポーツと市場原理. r需給」のミスマッチ . 

「博物館の古典」と 「現役の古典」

II忠臣蔵の経済分析

. 武士とインフラストラクチャー•忠臣蔵の経 

済分析 . ミニマックス戦略. 囚人のジレンマ• 

撤退の時期 . 指揮官優先• 時機をみる•エース 

の扱い • 規格の統一 . 戦闘機と国民性•ネーミ 

ングの妙•勝ち馬に乗る 

m 経済学者の「恋愛のすすめ」

• マニュアルの落とし穴• 水戸黄門と騎兵隊• 

経済学者の「恋愛のすすめ」• 日本人と独創性 

. 弱者とは• 経済予測と天気予報•ツルハシか 

らおむつへ . となりは何を • 「時はカネ」か 

「カネは時か」• 漫画のなかの経済学•「四谷さ 

ん」は大学教授• N P O と社会の見識•価値観
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の多様化とビジネスチャンス

あとがき

このように，本書の構成は多様であり，それぞ 

れ に 「面白い」。 しかも，それは「笑いながら」 

読めるという意味での面S さではない。日常茶飯 

の出来事から歴史の事柄にいたるまで，われわれ 

の日常性のなかに経済学が立派に潜んでいること 

からくる「面白さ」である。このことが重要なの 

だと思う。これまで経済学部で学んだ学生の多く 

が，「なぜ，自分は経済学部にいて，経済学を学 

んでいるのだろうか」あるいは「いったい，経済 

学とはなんだろうか」という前提的な疑問を抱き 

つづけてきたに違いない。もし，経済学部を卒業 

することが大企業へ入社するためのパスポ一トと 

して位置イすけられてきたとすれば，そもそも入学 

の動機付けが他の学部に比べて低かったと思われ 

てもしかたない。しかし，端的にいって，それは 

受験生を含め庶民の日常生活に経済学という学問 

が入り込まなかった/入り込めなかった結果でも 

ある。経済学は少なくとも庶民にとってもっと 

「気軽」である必要がありはしないか。つまり， 

経済学あるいは経済学的思考は生活者の「武器」 

であってもいいのではないか。そのように考える 

と，本書にまねて経済学の教科書もr経済学はこ 

んなこともこんな具合に考えますよ」というよう 

な具体的事例が満載されてしかるべきだと評者は 

考えるがいかがであろうか。

ところで，多様な肩T体的事象をかかえる本書を 

一刀両断することはまずあきらめよう。そこで， 

経済史を専門とする評者の眼からみて気づいたこ 

と，考えさせられたこと以下に記してみたい。そ 

の選択はかなり恣意的ではあるが，それで書評の 

任を全うすることにしたい。

II

r会議と機会費用」（12-15頁）で取り上げられ 

た 「機会費用」は，経済学を面白くする，しかも 

なじみ易い考え方のひとつである。徳川時代の農

家経済を砑究している評者にとっても，農家の暮 

し向きを「機会費用」を交えて考えると，研究者 

の発想のみならず，その農民像も格段に豊かにな 

ると思う。徳川農家はじつにシステマチックな時 

間配分のなかでかれらの暮らし向きを設計してい 

た。今このことをやることは必ず他事を犠牲にし 

ているという考え方が農民にもあったにちがいな 

い。他事が市場で評価される行動ならば貨幣価値 

に換算できるし，家内消費に向けられればその相 

対的な価値を自己評価していたのである（Z 財-; 

自家消費財)。徳川農民の懐具合は深く，この種 

のZ 財は意外に豊富でもあった。農家にとって具 

体的な市場経済化とは，まさしくこれらZ 財の貨 

幣価値への換算過程であったにちがいない。

「企業フィランソロピーの真実」 （20- 23頁） も 

歴史家にとってみのがせない事柄である。経當史 

の分野であるが，評者にとって印象深く記憶に残 

るそれに関する著作がある。マーク•フルイン 

(M ark F ruin) の Kikkoman (H arvard  U .P.， 

1985) である。そこには伝統的な醬油製造業主が 

明治の初年から地域社会に向けてさまざまなフィ 

ランソロピー活動を行っていた様子が記逆されて 

いる。醬油製造過程での非熟練労働力の調達にお 

いて，農閑期の農家労働力を大量に採用するとい 

う労働市場の事情や資本蓄積する企業の地域住民 

への配慮という複雑なからみあいのなかから，フ 

ィランソロピーを通じて - - 企業が地域統合にひと 

役買う姿がそこにはあった。

「情報の情報」（24-27頁）もまた歴史を面白く 

するトピックスである。唐突ではあるが，江戸時 

代の人里はなれた山村で，外部の貴重な情報をい 

かに獲得していたのかを考えてみよう„ おおむね 

それは行商人（売薬などの遍歴商人〉からもたら 

されたのである。かれらの来訪は紂の恒■例事に 

もなっており，その定宿農家もきまっていた。つ 

まり，行商人たちは宿の提供と交換にその情報を 

その宿農家に落としていった。そして，それが 

徐々に村内ネットワ一クを通じて流布していった 

のである。また，わざわざ城下町に代表の村人を
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常駐させ，しかもその費用を村入用（公金）で賄 

うほど，情報の獲得には力を入れていた山奥の村 

もあった。遠い江戸時代のさらに奥地の山村でも 

(あるいはそうだからこそ），すでに質の高い情報 

を他人より早く獲得したいというメンタリティー 

が見え隠れしている。

つぎに「タンス預金の行方」（36-39頁）にある 

「貸借の不確実性やリスクにいかに対応するかで 

銀行の力量がわかる」（評者カッコ）という主張 

を読んで気づいたことがある。それは徳川時代の 

労働市場での出来事である。徳川時代には，「質 

物」奉公というユニークなr金融*労働アマルガ 

ム市場」があった。基本的には，借り手が一定期 

間労働力を提供することにより，貸し手からお金 

を借り出すという制度である。しかも，差し出さ 

れる蛍働力が借り手本人ではなく，その子どもで 

ある場合が多かった。その種の証文を読むと， 

r もし，差し出された労慟力が病気で働けなくな 

った場合や逃げ去ってしまった場合，保証人のみ 

ならず一族郎党をあげて借金を返済する」という 

文言がかならず記されている。貸し手はいつの時 

代も最終的には「人間」を吟味しなければならず， 

その意味で市場は人間次第という事情は昔からな 

のである。また，だからこそそこにリスクが発生 

するのであろう。ちなみに，徳川も時代が進むと 

この種のやや理不尽な労慟契約は姿を消し，多少 

改善された「年季奉公」へと姿を蛮えていった。

すこし飛んで「武士とインフラストラクチャ 

一」（71-79頁）を読んでみよう。まず，著者の認 

識は歴史的にまったく正しいだろう。武田家のお 

膝元でもある山梨県で明治の初年に編纂された 

『山梨縣市郡村誌J が手元にある。それは明治政 

府が最初に行った国家的事業である皇国地誌編纂 

のひとつと考えてよいが，そのページをめくって 

みると，さまざまな徳川時代の遺産が目に飛び込 

んでくる。なかでも，いわゆる町村内のインフラ 

ストラクチャ一の充実ぶりには驚くばかりである。' 

河川関連の「堤」整備，「悪水堰」（ホ五間ヨリ八 

間ニ至ル長三百間本村ノ彳ヒ東富士見柯ヨリ来リ流

末北西二流レ笛吹川ニ合ス）， 日照り避けの「池 

沼」整備，「道路」などの前の時代から連綿と維 

持されてきたインフラである。同じ皇国地誌のな 

か の 『濃飛両国町村略誌』（現在の岐阜県）では， 

記載はさらに綿密で，インフラの一層の充実ぶり 

が知れる。たとえば，用水留樋，板橋，土橋，そ 

して土蔵など。 もちろん，これらがすべて支配的 

身分であった武士の功績であったわけではない。 

村やその連合が出費するなかで建設•維持された 

ものもある。しかし，村を越え，地域を越えた発 

想が必要なインフラ整備には少なからず藩がかか 

わったのである。近代化にはたしかに市場の効率 

化が伴ったのであるが，それに芯要なヒ卜•モ 

ノ • カネ-情報の迅速な移動には前の時代から引 

き継いだインフラがさらに重要であったことも間 

違いない。

最後に，消費の側面についてふれた「経済学者 

の恋愛のすすめJ にふれてみたい。高齢化社会の 

「老人」の恋愛行動にともなう景気刺激に期待す 

る著者の気持ちはよく理解できる。しかし，いっ 

た い 「老人」とは何歳からの成人をいうのであろ 

うか。イギリスの社会史家パット• セ イ ン （P at 

T h a n e )は最近のモノグラフのなかで，平均寿命 

(出生時平均余命〉のみならず，40歳以降の生存 

率でも現代に比べてはるかに低かった中世のイン 

グランドでさえも，60歳を過ぎてもまだ公的な仕 

事についていた事例を多数報告している。労働市 

場が高齢化すれば，「定年」も自ずと流動化して 

いくだろう。酸いも甘いも知る「枯れた」人間が 

醸し出す市場には経済効果という期待のみならず， 

同じく「枯れた」市場が出現するのであろう。そ 

れにも期待したいものだ。

繰り返しになるが，たしかに本書には経済学の 

面白さが散りばめられている。経済学で人生を面 

白くしてみたいと思う人にはぜひとも一読をすす 

めたい。

友 部 謙 一

(経済学部助教授）
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